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情報処理学会、ヒューマン・コンピュータ・インタラクション研究会　ロゴデザインコンセプト

人とコンピュータの相互作用を「わかりやすく・かっちりと」構築する、というHCIの基本的な
考え方に基づき、ロゴもわかりやすく、かっちりしたデザインを行いました。

不要な装飾を排し、シンプルなラインで構成することで、高い視認性と汎用性を確保しています。

また「i」の文字を人型のシルエットにすることで「人間に関わる研究」であることを表現しています。
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標準デザイン 2



ROBOT AND INTERACTION DESIGN

T.Sonoyama Design Factory

2007.NOV

標準色 3

【白黒】 【カラー１】

オレンジ : R244・G185・B25
レッド : R229・G30・B25

オレンジ : R244・G185・B25
レッド : R229・G30・B25

※標準色は参考であり、絶対的な拘束力をもつものではありません。
※カラーロゴを色地の上に配置する際はコントラストが充分確保できるよう、適宜ロゴの色を調整してください。
※任意の色を使用する場合、すべて単一の色にしても構いません。

【カラー２】

ブルー : R71・G51・B204
オレンジ : R238・G124・B26

ブルー : R160・G160・B227
オレンジ : R238・G124・B26
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運用基準 4

使用サイズの下限は、印刷の場合、幅20mm程度
モニタの場合、72dpiで100pt程度を目安として下さい。

上部ロゴのみで使用する場合は、事務局に相談してください。

幅

ロゴのレイアウト（文字間隔）や縦横比は
オリジナルを遵守して下さい。

状況に応じて複数の色彩を使用することも可能ですが、
節度と研究会の方針を守った使用を心掛けてください


